
各府省庁の職員有志による
政策有志プロジェクト等の取組について

内閣官房行政改革推進本部事務局
令和４年４月２２日

資料１







政策有志プロジェクト等に関して若手職員が抱える悩みや課題

職場の理解
・本業をサボっているのでは？
・一部の変な人の取組
と見られがちで肩身が狭い

時間の制約
・業務多忙or過労or育児等の家庭の事
情のため、本業に追加で平日夜や休日
に活動するのもできない／難しい
・平日日中に活動できないと、民間と連
携しにくい、イベントの企画や参加がしづ
らい

横のつながり、専門家への相談
・他府省庁の類似取組・チームと
意見交換や連携したい
・有識者や本業の担当者に相談
したい

活動の活発化・維持
・熱意を持った人が異動・留学す
ると取組が衰退する
・参加者を増やしたい

内発的動機・活動の評価
(心理的安全性)

・職員の内発的動機が尊重され
る政策立案と任用・配置

・活動を人事評価に反映させて
ほしい

兼業規制との関係
・報酬を貰っても良いの？
・ルールがグレーで必要以上の自
主規制
・副業・民間出向の奨励・拡大

職務専念義務との関係
・業務時間中に実施して良い
の？

守秘義務との関係

・民間人メンバーと情報共有を
行ったり、他府省庁の職員から
業務相談を受けたら、情報漏
洩？

民間との共創ツールの不備

・業務用端末でZoom、Teams、
Slack等の民間で当たり前の
ツールが使えない

他方、事務局が複数の政策有志プロジェクト等と意見交換を行ったところ、活動上の悩みや課題も見受けられる
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